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5月 19日徳山ダム裁判初審理開かれる
次回は8月 18日 (13時 :岐阜地裁)

岐阜県の工業用水の違法支出差し止めを求める住民訴訟 (被告 :岐阜県知事等)で は三

浦真智さんが、事業認定処分取消を求める行政訴訟 (被告 :建設大臣)では上田武夫さん

が、それぞれ原告を代表して陳述を行いました (別紙参照)。

この日に被告からの答弁書も出ました。住民訴訟では、岐阜県側は「徳山ダム建設事業

は国が決めた。県は支払いを拒むことができない。被告適格がない」というものでした。

長良川河口堰における同様の訴訟 (愛知県 。三重県)で も「義務だからやむをえない」と

いう反論ですが、岐阜県のは一番ひどいようです。行政訴訟では、建設省は正面から「争

う」とのことで、中身のある論戦になることを期待しています。

「徳山ダム建設は天然記念物イヌワシに影響」判明
クマタカの育雛の巣のそばでダム関連工事

工事を一時中断、確認調査、そして工事再開

マスコミなどでも大きく取り上げられた通り、クマタカ (“ Fつがい")が育雛をしてい

る巣の近くにダムエ事の土砂捨て場が設けられ、危うく親鳥が巣を放棄するところでした

(5月 23日 、育雛確認。その後は確認できず)。 公団は、連絡を受けてから2週間後に

ようやく「工事の一時全面中断」を発表したものの、その内容は 5日 間の再確認調査、と

いう「おためごかし」で、 6月 9日 には、当該箇所を含む 2カ 所の期限付き中断と継続調

査の 10カ 所を除いた 19カ 所で、工事を再開しました。

6月 11日 、公団は「イヌワシ 1つがいとクマタカ8つがいの行動圏が、徳山ダム建設

事業地にかかっている」ことを正式に認めました。「水没予定地に巣はないから、工事を

慎重に進めさえすれば良い」としていたこれまでの無謀な見解では通らなくなりつつあり

ます。 (6月 12日 付け「声明」参照)

今回の「クマタカ問題」の経過

☆5月 初め、鳥の写真マニアの間で「育雛中  部会員が再度確認に行く。
のクマタカがいる」とヽヽう噂が広がる。 ☆ 5月 25日 、当会として、公団に工事の全

☆ 5月 12日 、日本野鳥の会岐阜県支部西濃  面中止と詳しい調査を申し入れる。
プロックの会員が営巣を確認し、公団に連絡。  ☆ 5月 27日 、公団「工事の一時全面中止」
☆ 5月 13日 、公団職員も確認。 と発表。「 1週間程度の再確認を行う」。 28

☆ 5月 18日 、公団はその場の工事を一時中  日、当会として批判声明を出す。
止 (14,15日 は工事を継続)。 ☆ 5月 31日 、公団、 5日 間の調査開始。

☆5月 23日 、当会会員と野鳥の会岐阜県支  ☆ 6月 8日 、公団「一部を除き、工事を再開
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する」と発表。当会として批判声明を出す。

☆ 6月 ll日 、公団「イヌワシ 1、 クマタカ

8のつがいの行動圏が、事業地にかかつてい

る」「クマタカ8つがいのうち、 2つがいの

抱卵・抱雛を認め、うち 1つがいは繁殖失敗」

と発表。

声 明

6月 11日 、水資源開発公団は、徳山ダム建設予定地での大型猛禽類
の3年間の調

査について、「事業に関連するのは、イヌワ
シ 1つがい、クマタカ8つがいである」

と発表した。

t(1)建設事業に直接関係する大型猛禽類が、このように多数存在しな
がら、公団は

「影響は少ない」等として工事を進め、 Fつ がいのような事態
を引き起こした。さら

にその反省もなく、工事を再開している。重ねて強く抗議
する。

(2)ク マタカの繁殖成功率は、急激に落ちているが、その中でも、調
査対象 8つ が

いの全てについて、最終的に繁殖成功が確認できて
いないということは、この地域のク

マタカが絶滅に瀕しているおそれを強く感じさせる。その原因
を突き止め、絶滅をくい

止めるためにも、直ちに一切の工事を中断し、数年をかけた十
分な調査を行うよう、関

係諸機関に強く求める。

(3)天然記念物であるイヌワシの行動域が、事業地域にかかることが判明
した。そ

の保護策は単に工事の時期や方法に配慮することで済ま
されるものではない。今こそ

事業中止を含めた抜本的な見直しを強く要求する。

(4)生態系保全について、国際的な責務を持つ日本政府の責任官庁とし
ての環境庁

の積極的・能動的な関与を強く求める。

少なくともアセスメント新法の精神に則った環境影響評価
を、徳山ダム建設事業に

ついても行い、事業の可否まで含めて、公正に再検討す
べきである。

イヌワシ・クマタカなどの大型猛禽類に象徴される自然生態系
の保全は、人間が生

存していくための必須の条件であることは、多くの人
々の認識するところとなりつつ

ある。今こそ、徳山ダム建設を前提とすることなく、環境保
全を重視する立場からの

真の見直しを、広く関係者に訴える。

1999年 6月 12日 徳山ダム建設中止を求める会

運営委員一同

6月 23日  国会議員ヒアリングと要請行動
いよいよ徳山ダム裁判も始まり、私たちの反撃も本格化してきま

した。ときあたかも、

水資源公団が大型猛禽類保護について明白な誤りを犯して
いたことも判明しました。当会

運営委員会として、東京に赴き、「公共事業チェックを実現す
る議員の会」による国会議

員ヒアリングと建設省
。環境庁要請行動を行います。詳しい内容等は調整中です

が、ご参

加憤ける方はよろしくお願いいたします (事務局にご連絡下さ
い)。 また、国会議員にお

知り合いがありましたら、よろしくお願いいたします。

6月 23日 (水)13時 から15時 衆議院第 1議員会館 第 4会議室



岐阜県収用委員会

本質を表す ?

キ
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ン
プ
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夏

月 21日 (土 )

～ 22日 (日 )

ところ :徳山村門入地区

昨年と同様、バーベキュー

で楽しみます。

集合 :21日
12時半=大垣駅北口

13時=揖斐川総合庁舎

参加費 :4000円
詳しくは事務局にお問い合

わせ下さい。

旧徳山村の地権者に対して、公団が行って
いる裁

決申請を審理する岐阜県収用委員会は、
5月 31日

に現地調査、 6月 8日 に第 2回審理を行いました。
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地権者への「アリバイ」訪間を繰り返す

・公開協議拒否 ? 再回答を求めています。

公団は、 6月 に入ってまた、共有トラスト参加者
への訪問攻勢を強めています。昼間に

地権者の自宅を「アポ無し」訪間するのが今のパタ
ーン。留守を承知での押し掛けです。

回数を稼いで収用委員会への言い訳にするのでしよう。

また、公団は、私たち (35名連名)の集団
。公開協議申し入れに対して、以下のよう

な、回答にならない回答を35名分、連絡先=近藤の下に送付してきました。

■地の譲渡について

4月 27日 付け、 5月 11日 及び 5月 26日 付けで申し入れのありましたこと
につきま

して、当公団としましては、用地の売買の協
計宅ゝ塚奎写]電玩胃F:L美 万み皇尾39で、従前から直接地権者と協議させていただ

ライバシーに対する配慮が可能になるものと考えております。

公団、

集団



1999.5. 19原 告陳述

行政訴訟 =上田武夫

徳山ダムの建設計画は、閣議決定から四半

世紀、徳山村の廃村から12年がたちました。
しかし今では、着工を見合わせるべき時期に

きています。 2540億 円もの莫大な事業費
をあてての「水資源開発と治水」という目的

は、もはや説得力を失っています。新規利水

の需要がないうえ、ダムによる揖斐川の洪水

対策の効果はありません。さらに、絶滅危惧

種のイヌワシ、クマタカが棲息する環境が破

壊されようとしています。このため、公益性

と合理性は失われてしまっています。

四年前に長良川の河口堰が完成 したもの

の、水の売り先がなく、自治体は堰建設費の

負担に悲鳴をあげています。その上、さらに

徳山ダムを建設しても、水需要の見通しはた

ちません。開発水量は、毎秒十二 トン。名古

屋市と同じ規模の都市が使う水の量にあたり

ます。その名古屋市が水利権の半分を返上し

ていますから、徳山ダムによる水需要は、と

ても見込めません。それどころか、水開発に

伴う負担は、受益者である住民が背負わされ

ることになります。

大垣市の水道は、豊富な地下水が水源です

から、安全で、おいしくて、安い。ところが、

徳山ダムが完成すると、この地下水の水源を

放棄して、まずくて、環境ホルモンによって

汚染された危険な水を、高い料金を支払って

飲まなくてはならなくなります。 (県 は「水

源転換対策費」として750万 円を計上して
います)地 下水は、大垣市民の生命を育み、
暮らしを豊かに支えてきています。渇水に見

舞われた平成六年、揖斐川は涸れましたが、

地下水に異常はなくて、安定した市民生活を

送ることができました。

ダムによる治水効果はありません。上流か

ら流れ込む土砂によって埋まり、自然を破壊

します。ダムが唯一、最良の洪水調節手段で

あるとするのは幻想に過ぎません。戦後の揖

斐川における主な洪水は六回。うち三回は、

内水氾濫によるものです。破堤を見たのは昭

和 34年 8月 と9月 、昭和 51年 9月 。この
三回とも、溢水によるものではありません。

堤防の弱体化した部位が決壊したものです。

その都度、決壊した部位を補強し整備するこ

とで、対処されてきています。これらの様子

から見て、揖斐川本流の水位低下を図ること

で水害が防げるとは考えられません。対策と

しては、排水機を整備することであり、堤防

の構造的欠陥をもつ部位を強化することであ

り、支派川の改修や浚渫、森林の保全などに

よって、総合的な治水対策を、水害が起こる

前に施しておくことにあります。

ダム計画地点には、絶滅危惧種のイヌワシ

が四番い、クマタカが十四番い、棲息してい

ます。これから先も、食物連鎖の頂点にたつ

イヌワシ、クマタカの繁殖を可能にさせるに

は、餌場の確保が不可欠の条件となります。

イヌワシの営巣中心域は集水域ですが、餌場

としている高利用域は湛水域に及んでいま

す。十四番いの半数の繁殖が確認されている

クマタカは、営巣中心域、高利用域、ともに

その範囲が湛水域にあたっています。

公団は「環境保全策の基本方針」の中でダ

ムの全流域 (254平方キロメートル)に対
する水没域 (13平方キロメートル)の面積
割合は五%だから、水没しても動植物への影

響は軽微だ、と説明していますが、これは計

算上のこと、水没すれば、ここに棲息する動

植物は百%死滅してしまいます。生態系の頂

点に立っているイヌワシ、クマタカは「他の

生き物によって生かされている」のですから、

生態系の生産者である植物の多様性が生物の

棲息と繁殖を促す鍵となります。営巣を保障

し、豊富な餌を供給するには、それに見合う

だけの広範囲の自然環境を必要とします。最

近、低下しているイヌワシ、クマタカの繁殖

成功率を高めるために、「森の力」の回復が

必須の条件となります。

徳山ダムの損得を計るには、失われる環境

の評価こそ考慮しなければなりません。徳山

ダム計画にも、時代の変化を見据えての見直

しをすべきです。この六月から新しく施行さ

れる「環境影響評価」 (ア セスメント)を導

入して、生物多様性の観点に基づいての環境

保全対策を急いで立てることです。利水にし

ても、治水にしても、環境保全を柱とするこ

とが今日の課題であります。



住民訴訟=三浦真智

(1)私は岐阜県本巣郡北方町在住の僧侶で、
三浦真智と申します。 1974年 、大学の卒
業論文作成のために旧徳山村を訪問して以

来、徳山ダム問題に強い関心を持ち続けてき

ました。今回、被告らが行なってきた徳山ダ

ム建設事業への財務会計行為の違法性につい

て、意見を陳述いたします。

(2)徳山ダム建設事業が木曽川水系におけ
る水資源開発基本計画 (以下フルプランとい

う)に組み込まれたのは、 1973年 のフル
プランの変更においてです。このフルプラン

では徳山ダム建設事業により「岐阜県及び愛

知県等の水道用水及び工業用水を確保するも

のとする」として、目標年次を 1985年 と
定めていました。

(3)しかし、事業の進捗は大幅に遅れて、
1985年 度において、フルプランの水源施
設のうち完成 。稼働していたのは岩屋ダムだ

けでした。 1985年 度の木曽川水系におけ
る都市用水の使用量は、在来水源で日量45
0万立方メートル、岩屋ダムで日量 120万
立方メートルでした。そのうち、岩屋ダムで

の岐阜県の工業用水分は41.3万 立方メー
トルの水利権量に対 して使用実績ゼロでし

た。岩屋ダムで開発された水量のうち約20
0万立方メートルが余っていたのです。した

がって、 1985年 度末の時点でフルプラン
の見直しを行なって、徳山ダムについては計

画続行を断念すべきでした。

(4)1986年 度以降フルプランは期限切
れになっていたにもかかわらず、国は 198
8年には長良川河口堰の建設に着工して、徳
山ダムについても準備をすすめ、 1998年
二月になって、ようやくフルプランを改訂し

て、2000年 を目標年次にし、徳山ダムに
ついてはその先に先送りして、先のフルプラ

ンの残りの事業のすべてを続行することにし

ました。

(5)徳山ダムの建設事業費は、 1985年
単価で2540億 円とされています。利水分
の所要経費は受益県が受益に応 じて分担する

建前で、内訳を1000分 比で示すと、岐阜
県の工業用水分は 111です。ただし、30
%以内を通産省が補助するので、岐阜県の正

味の負担分は残余 (70%以上)と いうこと
になります。

(6)水道用水と工業用水事業については、
地方公営企業として独立採算制であり、県は

特別会計を設けるというのが地方財政法の大

原則です。そして、これら特別会計に対する

一般会計からの繰り入れは、災害または地方

公営企業の倒産等の場合を除き、地方財政法

第六条において禁止されています。水資源開

発公団は、ダム建設に要する費用は財政投融

資によって調達 し、給水開始の時点において

債務を受水県に引き渡すのを建前としていま

すが、給水開始以前において、金利負担の節

減の為に、工業用水については負担額の一部

を前払いすることを妨げないともされていま

す。しかし、工業用水道の独立採算制の下で

は、それはあくまで給水開始後、その給水収

益によって債務が解消されることを前提とし

ています。ところが、岐阜県は岩屋ダム完成

の時点で膨大な余剰水源を持っており、それ

以上の徳山ダムによって開発される用水の販

売は不可能であることは明らかでした。

(7)に もかかわらず、徳山ダム建設事業が
すすめられ、岐阜県は 1976年 度以来、工
業用水分の負担額の2540億 円XO.11
1=282億 円の30%に 相当する84億 円
余を、 1997年 度までに、工業用水道特別
会計を設置しないまま一般会計から直接に水

資源開発公団に支出しています。 1998年
度には 11億円余を支出し、 1999年 度も
引き続き支出することを予算化しています。

売れない水の開発負担を県民財産の一般会計

から支出するこのような行為は県民として納

得できません。

(8)こ れらのすでに支出した分と支出予定
分を給水収入によって補填できる見通しは全

くありません。地方財政法第六条に反する違

法な支出を行い、岐阜県の一般会計に対して

補填不能の欠陥を生ぜしめた責任は、支出を

命じた知事と支出を行なった出納長において

負うべきです。本件訴訟においては、梶原拓

岐阜県知事が就任して以来の34億 7348
万 7千円の賠償請求を岐阜県に代わって被告

梶原拓に求めるとともに、提訴時点で 199
8年度以降の支出差し止めを請求するしだい

です。
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ド
ラ
叶
叶
ラ
ツ
ωヽ
と
耐
か

汁
∈
0い
0針
∧
針ヽ
′乾
 
〉
諄
針
「
,針
こ
τ
両
べ
o 
一ヽ
一ヽ
・
ピ
ー
Ⅲヽ
′c
 
む
SЫ
繕
前
日
郷
計
o針

雌
四
ド
ウ
日
→
冷
ヨ
苅
D 
辟
中
卜ヽ
′O
fン
が
ざ
軌
前
 
塗
百
卜ヽ
計
,べ
と
巌
軌
製
 
再
覇
骨
辞
1戦
慢
HD
′
0

沐
洒
覇
■
0曇
H。
0瀞
 
コ
破
計
0-
ヽ
一ヽ
・
し
―
 
濤
百
三
一ヾ
丼
Ч
l。
こ
ア
C 
り
も
詢
百
計
事
悦
撫
叫
0■

碑
針
7)
を
ヽヽ
1ヽ
Od
壼
 
丼ゝ
′軌
ト
ラ
ベ
も
蒋ヽ
コ
 0
主
―ヾ
>ヽ
米
′ 彗
打
+ 
くヽヽ
dハ
聞
飾
鋼
憮
H価

よ

Ⅵ
Iヽ 
F汁

3卜
゛
畔
醐
卜
R 

藝
木
覗

い
3(
τ
υ
い
′藝
針
「
前
ヨ
 +
田
隷
|百
艘
膠
再
調
。か
 |
|に
も
"耐
。丼
お
υ
=針

S,
σ
`ら
,針
供
d料
翠
」
 
む
り゙
蠍
前
0,
o`
ら
,労
 (
圭
潮
晰
か
針
嗜
絣
)「
独

。咄
菫
沖
叶
蠅
熙
ひ
百
酬
 
畔
d雲
響
再
百
普
卜
が
τ

^ 
針
触
■
計
3～
麟
卜ヽ
」
咳

>サ
υ
τ
再
計
中
。か
Ct
t 
Cサ
σ
喜
酵
」
再
べ

"世

  
0針
じ
騨
村
肩
>針
と
Ⅲ

減
τ
贈
咄
■
百ヽ
翻
キ
′」
i 
  
  
  
  
 
。社
  
  
  
  
  
。し

り
磯
Cき
つ
針
=ひ
百
f1
 0
譴
S訓
油
汁
も
‖
荘
受
 
υ
lが
れ
,針
口
dO
,い
準

ざ
針
が
叫
ト
リ
冊
H卜
針ヽ

颯
汁
dM
I狐
軌
け
計
」

シ:
サ
嶺
θ
判
扇
「
Nt
tЧ
冊
珊
」

[ご
昴:
:き
さ く
こ|
]|
:!
「
R:
[:
亀
ミ:
;ん

だヽ
醸
再
、′
q文
へ
es
ぃ
1針
■
H妄
)。
ド
昔
置
再
澪
揉

ヨ
鵜
洒
。 讐
苺
員
Σ
獨
o汁
鰤
|き
4ヽヽ
d5
か
置
い
σ
■
≧

No
罠
し
螢
とヽ
●ヽ
′ 可
」
 1
言
日
静
′E
`R
Oコ
ゆ
三
≫

。)
■
碑
薄
α

卜
β
か
に
斜
コ
ミ
再
0%
0+

ア
ン ●`
β
か
■ヽ
国
≫
→
"

。N
C罵
浄
rヽ
鼎
愁
仕
「
■

叫
6ざ
バ
C牟
ヨヽ
薄
い
0>

壬ヽ
姜
,1
0コ
|′
,o
3

い
市
■
Hヽ
cあ
己
ゅ
+薇
渫

潟
′ c
ヽ
書
中
差
詳
o,
製
識

事
0普
ヽヽ
′ 劇
′ 3
討
か
τ
ベ

昔「
/o
欧
言
繭
6o
x薄
再
群

豫
嬌
特
′ ^
cヽ
さ
卦
,中
ド
1野
。し
eが
おヽ
ま
o"
強
■

卜
Эヽ
ヨ
>ヽ
.0
,卜
ŃI
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